
証券コード 6365　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　ここに、第89期 第1四半期の株主通信をお届けいたします。
　当社は2023年度から3年計画で取り組む「中期経営計画2025」を新たに策定
しました。
　本中期経営計画では“Powering Passion”『その情熱を力に。』をスローガン
に掲げ、全社員が情熱を持ち、お客様をはじめ全てのステークホルダーに誠心
誠意向き合って、持続可能な社会の実現に貢献するとともに、目標達成を目指し
ます。そして当社のパーパス「水と空気を通じて豊かな未来社会を創造する」に
則り、サステナブルでグローバルな企業となるための、事業基盤の再構築に取り
組みます。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

2023年９月

代表取締役社長

株 主 通 信 （ 第 8 9 期  第 １ 四 半 期 ）
2023年４月１日～2023年６月30日

連結財務ハイライト

事業の概況
■経営環境
　当第１四半期連結累計期間における世界経済は、米国では底堅い雇用環境を背景とした堅調な個人消費に支えられ、景気
は緩やかな回復基調にありましたが、先行きは金融引き締めの影響等により緩やかに減速するものと見込まれます。欧州で
は物価上昇と金融引き締めの影響により景気は停滞しています。中国ではゼロコロナ政策の解除により経済活動の本格的な
回復が期待されましたが、不動産市況の低迷などにより景気の回復は緩やかなものにとどまっています。
　わが国経済については、新型コロナウイルス感染症が感染法上の５類に移行されたことに伴う制限緩和などにより個人消
費やインバウンド需要が持ち直し、緩やかな回復基調となりましたが、円安による物価上昇や世界的な金融引き締めの影響
など、先行き不透明な状況が続いています。

■経営成績
　当第１四半期連結累計期間における受注額は、大型案件の受注があった海外部門をはじめ、官需部門、国内民需部門の全て
で増加したことから、前年同期比261.7％の8,420百万円と大幅な増加となりました。売上高については、前年度と同様に官需
部門を中心に受注残があったことから、前年同期比104.3％の3,954百万円となりました。利益については、大型案件における
追加工事などの影響により、営業損失171百万円（前年同期営業損失48百万円）、経常損失96百万円（前年同期経常利益０百
万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失72百万円（前年同期親会社株主に帰属する四半期純利益14百万円）となりました。
　当社グループの売上高は、公共事業物件の割合が高いため連結会計年度末に集中する傾向があり、四半期別の業績には季
節的変動があります。

■通期の見通し
　2024年３月期の当社の連結業績予想につきましては、2023年５月15日に公表いたしました業績予想から変更はありま
せんが、今後の社会経済情勢等、様々な要因によっては、大きく異なる可能性があります。
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最新のIR情報につきましては、
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検索はこちらから▼

　2023年７月１日に静岡朝日テレビの「SDGsキャンパス」
において、当社の「職場環境創造・女性活躍プロジェクト」
の取り組みが放送されました。
　2022年４月に発足した本プロジェクトでは、女性ならで
はの視点から職場環境の改善等に取り組んでおり、従業員
のエンゲージメント、パフォーマンスの向上に貢献できる
と考えています。
　当社は、今後も働きやすい職場環境の向上・改善に向けて、
積極的に取り組んでまいります。

　当社三島事業所では、2023年８月４日に地域社会の皆様との交流の場として、
４年ぶりに「第35回電業社夏まつり」を開催しました。当日は、従業員が中心
となって焼きそばやフランクフルトなどの各種模擬店を出店したほか、地域の障
害者就労支援施設による物販が行われました。また、催しとして町内の子ども会
による「しゃぎり（お囃子）」の競演をはじめ、大道芸人によるパフォーマンス、
お笑い芸人「スギちゃん」によるライブが行われ、盛況のうちに終了しました。
　また、同日に当社がサポーター契約を結んでいるプロサッカーチーム「アスル
クラロ沼津」との合同イベントとして、小学生以下の子供を対象とした「キック
ターゲット」を開催しました。同チーム主将の菅井拓也選手にも参加頂き、子供
たちに大変好評でした。
　当社は、今後も地域社会との良好な関係を一層深められるよう取り組んでまいります。

地域社会貢献への取り組み

　当社は、2023年６月に三島市と「大規模災害時における協力
に関する協定」を締結しました。
　本協定は、2021年10月に三島市と締結した大規模災害時の

「生活用水の供給」に加えて、当社が2023年３月に建設した太
陽光発電設備からの「電力の供給」も行うこととしたものです。
　本協定の締結にあたり、三島市役所において締結式が行われ、
豊岡三島市長と当社社長の彦坂が出席しました。協定締結後は、
当社の社会貢献活動や行政の取り組み等について活発な意見交
換が行われました。
　当社は、今後も三島市との連携を一層深め、地域住民の安全
と安心を守るための社会貢献活動に努めてまいります。

三島市と災害協定を締結

職場環境創造・女性活躍
プロジェクトの取り組み

締結式（左：豊岡三島市長、右：当社社長）


